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古
屋
】
富
窪
精
機
（
愛
知
県
春

日
井
市
、
富
窪
俊
一
社
長
、
０
５
６
８

・
３
１
．
２
５
２
０
）
は
、
自
動
車
用

ゴ
ム
・
シ
リ
コ
ー
ン
ゴ
ム
金
型
主
力
の

新
本
社
工
場
「
未
来
工
邉
を
稼
働
し

た
。
春
日
井
市
の
旧
本
社
工
場
を
移
し

愛
知
県
小
牧
市
の
旧
２
工
場
の
機
能
も

集
約
、
生
産
効
率
を
高
め
る
。
好
調
な

受
注
に
合
わ
せ
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｍ
Ｃ
）
１
台
も
８
月
に
追
加
し
、
２

０
１
９
年
３
月
期
売
上
高
で
畑
年
３
月

期
比
１
．
５
倍
と
な
る
７
億
５
０
０
０

万
円
を
目
指
す
。
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新
工
場
は
敷
地
面
積
約

３
万
４
０
０
０
平
方
勝
。

縄
擬
歴
蕊
蛎
鵬

塞
蕊
蕊
鷆

に
制
御
で
妻
．
約
Ⅲ
４
０

平
方
脚
ど
旧
工
場
の
Ｓ
倍

広
い
恒
温
室
も
備
え
る
。

投
資
額
は
土
地
代
含
め
３

冨
窪
精
機
の
「
未
来
工

握
・
外
観
も
デ
ザ
イ
ン

を
重
視
し
た

４
月
に
設
立

迎
え
た
コ
イ
ル

合
メ
ー
カ
ー
（

尖
阪
府
八
尾

谷
紘
明
会
長
は

と
な
っ
た
要
因

業
種
の
顧
客
に

な
い
こ
と
に
あ

る
。
多
分
野
の

設
計
に
落
と
し

ら
品
質
を
確
保

こ
と
は
容
易
毒

が
、
同
社
に
は

か
ら
製
造
、
納

気
通
貫
で
関
わ

し
？
．
Ｋ
－
ツ
ヤ お金

億
５
０
０
０
万
円
、
設
備

は
旧
工
場
分
を
移
設
し

た
。
旧
本
社
工
場
は
売
却
、

賃
借
し
て
い
た
小
牧
市
の

旧
２
工
場
は
返
却
す
る
。

以
前
は
３
工
場
で
試
作

金
型
、
量

鎮
撚

臘
鯛
伽
職

場
で
情
報
を
辻
宥
し
、
設

備
の
稼
働
率
も
高
め
る
。

新
Ｍ
Ｃ
は
投
資
額
４
０
０

０
万
円
で
高
精
度
Ｍ
Ｃ
は

３
台
目
。
主
力
の
自
動
車

防
振
ゴ
ム
用
金
型
に
加
え

噸
蠕
鶏
緩
擬

職
識
灘
鶴
窃
騨

製
品
も
強
化
す
る
。

新
工
場
に
合
わ
せ
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
（
Ｃ
Ｉ
）
も
導
入

し
た
。
会
社
ロ
ゴ
を
作
り

若
さ
を
連
想
さ
せ
る
黄
緑

套
色
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ

ー
に
設
定
。
工
場
外
観
も

デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
。

新
工
場
と
Ｃ
Ｉ
で
誉
自
あ

士
気
も
高
め
る
。
，

剥
弼
罰

を
収
集
し
、
Ａ
Ｗ
Ｓ
で
分

析
式
る
。

生
産
ラ
イ
ン
の
状
態
を

ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
で
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る

ア
プ
リ
を
害
室
機
械
が
開

発
し
、
提
供
す
る
。
開
発

時
期
は
未
定
。

富
士
機
械
は
顧
客
に
生

産
ラ
イ
ン
へ
の
情
報
通
信
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